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アストゥリアス 1981 1991, 1994, 1999, 2002
アンダルシア 1981 2007
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CiUも PNVも各自治州議会において，与党であった［Pelaz López 2011: 56］。
　PPは，地域政党の協力を得て政権を維持するという PSOEの対応を非難したが，PPも 1996年
の総選挙において下院の過半数を獲得できなかったため，CiUおよび PNVに閣外協力を求めた。


























































いて，委譲された教育機関は 937校，職員 29,300人，生徒は 430,000人であった。後者について言
えば，委譲を受けた 10州の合計で総額 2兆ペセタに相当し，140,000人の職員，83の病院，35,000




まれる割合を 33％に引き上げ，また消費税についても 35％を移転し，その他様々な国税が 40％か
ら 100％の間で州財政に組み入れられたのである［González-Calleja, et.al 2015: 324; Mut y Utande 
2011: 74―75］。
　こうして公共支出のうち自治州支出が占める割合は，自治州国家体制が発足した直後の 1985年
では 10.5％だったのに対し，一連の改革が完了した 2002年には約 30％に達したのである
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A Comparative Study of Decentralisation Reforms in 
Spain and Italy:
The Cases of Aznar and Prody Governments
Kazuki IKEDA and Tomonari NAGATA
要　　旨
　本稿は，スペインとイタリアにおける連邦主義的改革を比較することにより，連邦主義的改革の成
否と地域主義の激化に関する論点を抽出することを目的としている。
　両国は民主化以降ないし戦後において分権的改革を進めてきた。しかしながら，2020年現在，両
国の辿っている道のりは大きく異なるようである。スペインではカタルーニャ州が独立を掲げており，
他方イタリアでは地域主義的な主張を引き下げ，もっぱら反 EU・反移民政党として成功している。
このような帰結の違いはどこから生まれるのであろうか。
　この問いの解を求める前段階として，本稿では最も分権化が進んだと考えられるスペイン・アスナー
ル政権とイタリア・プローディ政権による改革を分析し，両改革の類似点や相違点を考察する。この
分析を通じて，分権化改革の段階論に関する理論化の足掛かりとしたい。
